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金
滞
古
蹴
志
巻
入

所
は
御
郡
御
奉
行
機
に
可
v
仕
事
。

子
五
月
廿
一
日

傍
註
に
、
此
ク
僚
は
明
暦
頃
之
儀
を
此
年
之
幌
に
問
弁
五
兵
衛
記
置

と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
右
せ
つ
が
い
人
と
云
へ
る
は
‘
郡
方
に

τ殺
害

せ
ら
れ
た
る
者
に
て
、
公
事
場
に
於
て
死
罪
に
鹿
せ
ら
れ
し
者
に
は

非
事
。
又
金
樺
町
合
所
留
記
に
職
せ
た
る
寛
政
十
一
年
十
二
月
公
事

場
奉
行
よ
り
上
申
書
に
‘
町
奉
行
乎
前
に
而
越
=
吟
味
-
設
=
官
主
-
候
一
者
.

於
司
会
事
場
-
刑
法
申
付
候
儀
.
貞
享
二
年
初
而
被
-
仰
渡
一
共
後
は
右
例

を
以
於
=
公
事
場
-
刑
法
申
渡
儀
有
v
之
。
と
載
せ
た
り
。
按
宇
る
に
、

町
舎
所
留
記
に
左
の
先
番
を
載
す
。

受

似
せ
銀
仕
米
屋
六
兵
衛
首
歳
男
子

此
者
殺
害
可
且
申
付
-
回
目
就
v
被
a
仰
出
一
今
日
於
a
町
合
所
-
綬
寄
仕
候
.
御

横
回
大
橋
長
兵
衛
罷
出
見
届
申
候
.
以
上
.

延
質
七
年
三
月
十
九
日

岡
田
十
右
衛
門

里
見
七
左
衛
門

本
多
安
.
房
殿

前

回

封

馬

殿
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付
候
叫
殺
害
御
検
使
御
公
事
場
取
次
池
田
牛
四
郎
・
野
間
勘
左
衛
門
・

今
村
次
郎
左
衛
門
.
御
横
目
中
村
久
左
衛
門
J

原
三
郎
左
衛
門
見
届
申

候
.
以
上
d

弓
三
月
四
日

問
問
十
右
衛
門

異
見
七
左
衛
門

本
多
安
易
等
四
人
殿

右
の
如
く
見
ゆ
れ
ば
、
刑
法
場
は
時
々
の
詮
議
た
ら
ん
か
。

O
会

事

場

跡

会
事
場
は
、
奮
務
中
の
裁
判
所
友
り
。
奮
停
に
云
ふ
。
昔
は
潟
野
川

橋
場
町
掛
作
よ
り
味
噌
鋭
町
ヘ
入
る
不
破
左
近
と
-E
ふ
藩
士
の
邸

地
の
後
，
に
あ
り
し
を
‘
共
の
後
新
堂
形
今
の
裁
判
所
の
地
へ
移
柑
仰

せ
ら
る
。
但
し
移
鱒
の
年
月
奮
記
に
未
だ
所
見
た
し
。
然
る
を
利
常
.

卿
箆
逝
後
.
寓
治
二
年
に
小
松
引
越
の
諸
士
金
津
へ
移
搬
す
る
に
よ

り
、
柑
屋
坂
の
西
側
へ
再
縛
命
ぜ
ら
れ
た
り
と
J
ニ
州
志
衆
国
概
覧
附

録
に
い
へ
り
。
按
守
る
に
、
菅
家
見
聞
集
に
、
公
事
場
高
治
二
年
迄
臭

村
因
幡
宅
の
前
今
の
御
磁
屋
敷
に
有
v
之
を
‘
地
を
改
め
て
岡
島
倫
中

宅
の
隣
へ
被
v
移
、
先
公
事
場
跡
は
盆
地
と
た
る
と
見
h
.
寛
文
元
年

自
慢
に
、
十
一
月
六
日
古
公
事
場
屋
敷
廻
之
塀
出
来
之
曲
集
内
、
入
用

金
滞
古
蹟
志
巻
八

奥

村

因

幡

殿

横
山
左
衛
門
殿

発

才
川
片
町
絹
屋
九
右
衛
門
下
人
作
蔵

右
御
下
知
之
遁
奉
v
長
.
今
七
日
於
=
公
事
場
-
鼻
を
そ
ぎ
、
大
正
持
御
関

所
迄
足
極
指
添
.
御
園
遁
放
仕
候
。
需
=
御
一
検
使
-
公
事
場
付
奥
カ
長
野

十
右
術
門
・
山
本
勘
右
衛
門
.
御
横
目
小
倉
惣
助
・
小
坂
八
郎
左
衛
門

罷
出
見
届
申
候
“
此
皆
被
v
建
a
御
鶏
-
可
v
被
'
下
候
e

以
上
.

天

和

三

年

十

月

七

日

里

見

七

左

衛

門

岡
田
十
右
衛
門

奥

村

登

岐

殿

右
雨
遜
の
上
申
書
に
て
見
れ
ば
、
延
貨
七
年
の
頃
は
金
津
町
曾
所
に

於
て
刑
法
申
付
、
実
和
三
年
の
頃
は
阪
に
町
曾
所
に
て
召
捕
へ
た
る

町
方
支
配
の
者
に
て
も
、
公
事
場
に
て
刑
法
に
施
せ
し
如
く
に
聞
ゆ
。

但
し
延
賞
二
年
の
留
記
に
左
の
上
申
帯
を
載
せ
た
り
。

町
足
軽
川
上
三
右
衛
門

此
者
封
v

妨
依
品
不
孝
之
科
一
呆
首
に
可
=
申
付
-
之
皆
被
-
-
仰
向
-
之
趣
畏

奉
v
存
.
今
月
三
日
於
a

御
公
事
場
設
=
殺
害
一
泉
野
町
外
に
泉
首
に
申

目
録
西
脇
掬
右
衛
門
・
不
破
四
郎
三
郎
罷
尚
上
る
。
と
云
ふ
事
た
E
見

ゆ
。
古
公
事
場
と
云
ふ
は
、
新
堂
形
今
の
裁
判
所
の
地
を
い
へ
り
。

O
会
事
場
門
侮
儒

武
家
耳
底
飽
笠
宮
ふ
。
能
州
伊
影
山
に
大
成
楠
あ
り
、
共
の
木
の
廻

り
は
大
竹
薮
危
り
。
昔
よ
り
此
の
木
に
主
あ
り
と
て
、
彼
山
の
近
所

へ
往
く
人
左
し
。
藩
組
大
納
言
利
家
卿
、
能
登
閤
へ
入
部
し
給
ひ
て

此
事
を
聞
給
ひ
、
我
此
度
園
主
と
し
て
愛
に
至
る
。
我
が
領
分
に
他

の
主
あ
ら
ん
や
。
速
に
退
治
す
べ
し
と
て
、
四
方
の
竹
薮
に
火
を
放

た
し
め
ら
れ
し
に
、
棉
に
燃
付
て
三
日
の
関
山
中
震
動
し
、
絡
に
彼

楠
を
焼
倒
す
。
人
々
打
寄
見
け
る
に
‘
大
蛇
を
焼
殺
し
た
り
。
共
捕

の
燃
磁
り
を
取
て
能
登
七
尾
の
城
門
を
作
ら
し
め
ら
れ
.
後
陵
携
の

節
加
州
へ
引
寄
せ
ら
れ
て
.
公
事
場
の
門
と
せ
ら
れ
け
り
。
右
崎
明
蛇

.
の
白
骨
を
ば
七
尾
の
町
人
の
内
に
持
停
へ
て
今
陀
あ
り
。
横
の
渡
り

三
尺
許
に
て
、
踏
盤
石
と
注
し
置
き
た
り
と
。
三
州
志
健
接
徐
考
に

一xi点
。
景
周
回
e

備
粂
好
徒
然
草
田
ゅ
亀
山
帝
欲
v
使
v
遺
品
皇
后
二
失
地

有
a
古
様
二
界
之
見
a
大
蛇
若
干
吋
衆
錆
=
地
一
柳
-
而
怯
.
勅
問
除
v
之
奈
何
.

緒
卿
皆
答
骨
伊
不
ν
然
.
m
凋
大
納
言
貨
基
絹
普
天
之
下
何
底
不
=
皇
土
日

而
除
v
之
沈
a
蛇
於
大
堰
河
-
4

宅
今
我
公
之
焼
=
大
蛇
二
県
v
之
符
契
.
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